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中
近
世
尾
張
史
料

四
月
十
八
日

1
五
月
十
三
日

五
月
十
六
日

1
六
月
十
四
日

二
、
中
近
世
尾
張
史
料

2

七
月
十
一
日

1
八
月
十
二
日

八
月
十
五
日

1
九
月
十
三
日

、

a
－
中
近
世
尾
張
史
料

中
世
、
と
く
に
室
町
期
か
ら
戦
国
織
豊
期
の
尾
張
に
関
す

る
史
料
を
、
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
愛
知
県
の
西
半
分
、
尾
張
国
は
、
肥
沃
な
濃
尾
平

野
が
広
が
っ
て
お
り
、
早
く
か
ら
大
寺
社
や
皇
室

・
摂
関
家

な
ど
の
荘
聞
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
と
鎌
倉
を

結
ぶ
鎌
倉
街
道
（
東
海
道
）
が
通
っ
て
お
り
、
東
西
の
水
陸

の
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
政
治
的
に
重
要
視
さ
れ
た
地
域
で

あ
り
ま
し
た
。

室
町
時
代
に
は
、
足
利
将
軍
家
の

一
門
斯
波
氏
が
尾
張
国

の
守
護
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
同
氏
は
室
町
幕
府
の
管
領

を
し
ば
し
ば
勤
め
て
、
幕
府
内
部
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
守
護
斯
波
氏
は
専
ら
京
都
に
居
住
し
て

お
り
、
尾
張
圏
内
の
支
配
は
、
そ
の
家
臣
の
守
護
代
織
田
氏

一
族
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

応
仁

・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七

1
七
七
）
に
よ
っ
て
、
室

町
幕
府
、
守
護
斯
彼
氏
と
も
に
衰
え
、
尾
張
囲
内
支
配
の
実

権
は
、
守
護
代
織
田
氏
一
族
に
移
り
ま
し
た
。
そ
の
織
田
氏

一
族
も
、
応
仁

・
文
明
の
乱
で
東
西
両
軍
に
分
か
れ
て
戦
っ

た
こ
と
か
ら
、
岩
合
方
（
上
半
国
）

・
市
須
方
（
下
半
国
）

に
分
立
し
、
乱
後
も
抗
争
が
く
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

た
戦
乱
の
続
く
中
で
、
海
束
郡
勝
幡
城
（
海
部
郡
佐
織
町
付

近
）
の
城
主
織
田
弾
正
忠
家
が
、
牛
頭
天
王
社
の
門
前
町
や

港
町
と
し
て
当
時
富
裕
な
津
島
の
町
を
押
さ
え
、
勢
力
を
伸

ば
し
ま
し
た
。
信
長
の
父
信
秀
の
代
に
は
、
愛
知
郡
那
古
野

城
（
名
古
屋
市
中
区
）
を
今
川
氏
豊
か
ら
奪
っ
て
居
城
と
し
、

尾
張
東
部
に
も
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。
信
秀
の
威
勢
は
、

消
須
城
の
守
護
代
織
田
大
和
守
家
を
超
え
、
尾
張
国
の
武
士

た
ち
を
動
員
し
て
、
西
三
河
や
美
濃
に
進
攻
す
る
ほ
ど
で
し

た。
織
田
信
秀
の
子
、
信
長
（
一
五
三
四
1
八
二
）
は
、
守
護

代
家
を
は
じ
め
、
敵
対
し
た
織
田
氏

一
族
を
滅
ぼ
し
、
尾
張

囲
内
を
ほ
ぼ
統
一
し
、
一
五
六

O
年
桶
狭
間
の
戦
い
で
、
今

川
義
元
を
敗
死
さ
せ
ま
し
た
。
美
般
に
進
出
し
た
翌
年
の
、

一
五
六
八
年
に
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
し
、
天
下
制
覇

へ
の
途
を
進
み
ま
し
た
。

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
が
倒
れ
た
の
ち
、
尾
張
は
信
長

二
男
信
雄
が
領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
下
人

信
長
の
後
継
者
と
な
っ
た
輩
臣
秀
吉
（
一
五
三
六
1
九
八
）

に
よ
り
、
一
五
九

O
年
に
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
秀
吉
は
、
尾

張
国
を
重
視
し
て
、
そ
の
領
主
に
は
、
初
め
甥
秀
次
（
一
五

六
八
j
九
五
）
を
、
秀
次
切
腹
後
に
は
、
子
飼
の
武
将
福
島

正
則
（
一
五
六
一

1
一
六
二
凹
）
ら
を
起
用
し
ま
し
た
。

中
世
で
は
、
都
の
公
家
や
僧
侶
た
ち
が
、
毎
日
の
見
聞
を

記
録
し
た
日
記
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
世
の
尾
張
を
理
解
す

る
上
で
、
信
頼
で
き
る
大
変
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
公
家
万
里
小
路
時
房
の

『建
内
記
」
、
三
線
一
也
実

隆
の

『実
隆
公
記
』
、
山
科
言
継
の

ヲ一＝
口
継
卿
記
』
、
醍
醐

寺
三
宝
院
門
跡
満
消
の

『満
済
准
后
日
記
』
な
ど
は
、

知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ょ
く

際
涼
軒
目
録
第
十
四

． ．一

日
A

副
総
f
d
F
A
伊
川
肝
泊
門
ハ

4』

f1ll 

一
四
六
六
年
（
文
正
元
年
）
七
月
一
六
日
条

人
骨
反
d

＃
実
情
怖
・
也
省
次
u
k
白
帆
、
点
、
京
方
丈
吻
－
一

初

枝
r
t
－刻
A
H
M心
人
小
、
．
渇
汚
丸
御
A
同
会
司
品
問
ゑ
私
札

会
h
A
V叫

3
4
4ぬ
令
す
中
業
旬
、
ι
え
も
中
、
川
け
は
禁
句
恥
叩

決
、
丸
b
由
民
脳
全
火
水
妨
た
川
弘
司
干
～
・
吃
恥
・
ι
杭

禾
扶
桑
執
よ
内
骨
出
合
え
ゐ
門
出
叩
4
代
品
札
丸
、
食
品
円
品
店

犬

ゑ

抽

索

ぷ

4
4
索
同
門
益
ふ
犬
畠
手
込
制
官
品
事
品
川
J

べ

寿
康
問
凶
蜘
げ
え
』
句
秋
日
本
扶
桑
札
永
抑
，
M
L
A
P
－
お
河
川

丸
山
公
す
均
九
花
主
母
庚
伸
也
会
公
守
台
北
イ
場
、

－
九
屯
L
可

叫

牧

H
H

－
一
九
九
九
相
川
青
春
H
川－
t
・
戸
刈

え
で

1
守
典
奇
心
惜
す
判
制
M

判
え
下
一
政
L
砂
川

d
F

企
冷

ι
祇
守
化
銭
的
抑
州
忽
了
、
従
ま

－L

寸

大

司

会

均
H

唱
え
決
定
久
住
セ

he
阿
川
布
え
純
白
札

号
常
久
久
社
凡
代
怖
は

K
悦
骨
川
弘
治
「

w
h
m
hす
も
ム
寄

与

M
W

－
丸
主
社
比
百
点
埠
川
幸

’ヘ・
ら
ぬ
ふ
匂
キ

sZ
祇

ル
円
お

4
4
I
4
何
事
み
す
イ
－
戸
町
・
己
申
社
竹
占
奇
弁
eL

品
目
私
生
・
1

へ
込
丈
島
事
行
－

A
吹
勾
苛
品
九
六
内
会
干 （

表
紙
）

当直
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三
線
西
実
隆
（
一
四
五
五

1
一
五
三
七
）
は
、
内
大
臣
ま

で
昇
進
し
た
ほ
か
、
連
歌
師
宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
代
一
流
の
学
者
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
日
記
、

『実
隆
公
記
』
の
一
五

O
五
年
（
永
正

一一
）
十
月
二
十
二
日
条
に
、
名
越
（
那
古
野
）
殿
今
川
大
夫

判
官
国
氏
に
つ
い
て
の
記
事
が
出
て
き
ま
す
。
今
川
田
氏

は
、
足
利
将
軍
家
の
親
衛
隊
で
あ
る
奉
公
衆
に
属
し
て
お

り
、
鎌
合
後
期
以
来
愛
知
郡
那
古
野
を
領
地
と
す
る
今
川
那

古
野
氏
の
当
主
で
も
あ
り
ま
し
た
。
信
秀
に
よ
っ
て
追
わ
れ

た
今
川
氏
豊
は
、
駿
・河
の
今
川
氏
殺
の
末
男
で
、
今
川
那
古

野
氏
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
満
（
一
三
五
八

1
一
四

O
八
）

が
京
都
に
造
営
し
た
臨
済
宗
相
国
寺
に
あ
る
塔
頂
陸
涼
粁
主

が
代
々
書
き
継
い
だ
公
用
日
記
が

『蔭
涼
軒
目
録
』
で
す
。

蔭
涼
軒
主
は
幕
政
の
巾
枢
に
近
か
っ
た
の
で
、
尾
張
守
護
斯

波
氏
や
守
護
代
織
田
氏
の
動
静
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
ま

す
。

い
わ
ば
同
時
代
人
の
残
し
た
記
録
の
ほ
か
に
、

の
ち
の
時
代
に
な
っ
て
、
ま
と
め
ら
れ
た
編
著
書
に
も
、
中

世
の
尾
張
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
同
時
代
史
料
と
比
べ
て
、
利
用
す
る
に
際
し
て
よ

り
慎
重
な
吟
味
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
現
在
原
文
書
が
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
文
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
と
く

に
貴
重
な
例
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
家
の
系
譜
な
ど
も
、
信
頼

で
き
る
旧
記
や
伝
承
な
ど
に
拠
っ
た
、
興
味
深
い
記
事
に
出

会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
尾
張
藩
の
編
さ
ん
し
た

「士
林
浜

田
』
や、

『藩
士
名
寄
』
そ
の
他
の
な
か
か
ら
、
今
回
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
、

－v
中
近
世
尾
強
史
料

一
六

O
O年
（
慶
長
五
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
、
そ
の
後
の

江
戸
幕
府
の
強
固
な
支
配
体
制
の
擁
立
は
、
囲
内
の
戦
乱
に

ほ
ぼ
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
城
下
町
を
は
じ

め
と
し
た
都
市
の
建
設
、
商
工
業
や
民
業
な
ど
の
発
展
は
、

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
尾
張
圏
内
に
お
い
て
も
、

江
戸
幕
府
創
設
者
徳
川
家
康
の
四
男
松
平
忠
士
口
（

一
五
八
三
1

一
六

O
七
）
、
つ
い
で
九
男
徳
川
義
直

ご

六

0
0
1
五
O
）

と
そ
の
子
孫
が
領
主
と
な
っ
て
、
強
力
な
支
配
を
展
開
し
ま

し
た
。

2 

一
六

O
九
年
（
慶
長
十
四
）
に
、
尾
張
藩
の
新
し
い
居
城

と
し
て
、
名
古
屋
城
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幼

少
の
藩
主
徳
川
義
直
に
代
わ
っ
て
、
父
家
康
が
命
じ
て
西
国

外
様
大
名
た
ち
に
石
垣
工
事
な
ど
を
分
担
さ
せ
、
建
築
工
事

は
幕
府
大
工
頭
が
指
揮
し
て
完
成
し
た
名
古
屋
城
は
、
単
な

る
一
大
名
の
居
城
で
は
な
く
、
西
国
へ
の
抑
え
の
減
と
し
て

幕
府
に
よ
り
築
か
れ
た
大
城
郭
と
い
え
ま
す
。

城
の
南
側
に
広
が
る
城
下
は
、
中
央
部
の
い
わ
ゆ
る
「
碁

盤
割
」
を
中
心
と
し
た
町
家
、
そ
の
周
囲
を
大
き
く
取
り
ま

く
武
家
町
、
東

・
南
端
に
ま
と
ま
る
寺
町
（
寺
社
地
）
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
市
須
（
西
春
日
井
郡

市
須
町
）
に
代
わ
っ
て
、
名
古
屋
が
、
尾
張
圏
内
の
政
治

・

経
済

・
文
化
の
中
心
と
し
て
発
展
を
遂
げ
ま
す
。

今
回
は
、
主
と
し
て
江
戸
前
期
の
尾
張
に
閲
す
る
史
料
を

文
庫
蔵
書
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
尾
張
の
大
名
と
な

っ
た
松
平
忠
吉
、
徳
川
義
直
の

家
臣
た
ち
の
分
限
帳
を
採
り
上
げ
ま
す
。
分
限
帳
は
家
臣
の

名
簿
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
初
期
の
大

名
家
は
何
よ
り
も
軍
事
集
団
と
し
て
の
性
格
が
重
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
分
限
帳
も
部
隊
編
成
の
帳
簿
と
い
う

性
格
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
初
期
の
大
名
家
の
在
り
方

を
考
え
る
上
で
、
不
可
欠
の
史
料
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
江
戸
前
期
の
尾
張
に
関
す
る
、
同
時
代
史
料
は
意

外
に
少
く
、
そ
れ
ら
を
後
世
に
ま
と
め
た
編
纂
書
を
基
本
史

料
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
『
尾
州
旧
話
略
』
・
『蓬
左
遷
府

記
杭
』
な
ど
が
、
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
現
在
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
史
料
も
含
め
た
材
料
に
拠
っ
て
、
編
著
述
さ
れ
た
こ

れ
ら
の
書
物
は
、
史
料
と
し
て
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
予

め
吟
味
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
や
は
り
大
変
貴
重
な
存
在
と

い
、
ぇ
±
品
’
し
ょ
、
っ
。

な
お
、
名
古
屋
（
那
古
野
）
よ
り
も
古
い
歴
史
を
も
っ
熱

田
の
、
中
近
世
に
関
す
る
史
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

後
半
の
展
示
会
で
、
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

3 

d逼泊、



満1斉准后日記

26.5×20.4cm 

醍醐寺三宝院門跡満済（1378～1435）は、室町幕府3

代将軍足利義満の猶子となり、 4代将軍義持・ 5代将軍

義教の信任を得て、幕府管領以下の有力守護たちの意見

を将軍に取次ぐ役割を負い、「黒衣の宰相」といわれた。

満済の日記『満済准后日記jは当時の幕府政治に関する

詳細かつ正確な記述がみられる。1前済自筆の原本は、

1411 （応永18）と 13-22の11巻（国会図書館）と、23-35

（応永30～永享 7) の38冊（醍醐寺）があり、重要文化

財に指定された。

本書は、明治期に地理局地誌謀がM醐寺本のうち、第

31冊までを書写したものである。

満i斉准后日記 15・17

1433 （永享 5) 7月7日の記事に、新に駿河守護に任

じられた今川民部大輔範忠が京都から重量i可へ赴く途次に、

京都からの使者が、奉公衆今川下野守の所領尾張那古野

で追いついたと記す。（下段写真）

満済著15冊

中近世尾張史料．展示室

三
官
伐
材
先
山
川
d
Z
1
件
化
お
よ
・
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詠六十六 首和歌
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詠六十六首和歌

詠年不明。日本国六十六国の国名を詠み込んだ和歌。

いわゆる隠題和歌（物名）である。この手法は漢詩からと

られたもので、万葉集以来用いられている。江戸時代に

は、こういった手法の和歌を集成した『物名和歌私抄j

（文化二年）もある。

27.7×19 .5cm 

5 

八月十五夜月下早吟百首

祐為三十代半ばの詠。早吟といい百首というのである

から、たぶんに習作的な窓味をも った百首であろう。い

ずれも「月」を題とする和歌で、奥容にあるごとく 、二

十余年後の寛政六年秋、清舎の上師の笠前に供えたもの

である。

28.7×20.3cm 



蓬
左
文
庫
雑
賀
重
良
氏
旧
蔵
書
瞥
見

黒
田

彰
子

雑
賀
重
良
氏
旧
蔵
書
の
概
要
に
つ
い
て
は

「蓬
左
」
第
五

七
号
に
詳
し
い
。
そ
の
特
色
は
膨
大
な
近
代
短
歌
資
料
の
系

統
的
蒐
集
に
認
め
ら
れ
る
が
、
江
戸
期
の
資
料
も
ま
た
様
々

の
点
で
注
目
さ
れ
る
。

す
で
に

『蓬
左
』
第
五
七
号
に
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
尾

張
の
歌
人
、
狂
歌
師
た
ち
の
詠
作
は
、
歌
会
記
録
等
が
い
わ

ば
一
次
資
料
の
ま
ま
で
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
零
細
な
記

録
類
も
含
め
て
、
今
後
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
契
沖
、
真
淵
、
宣
長
関
係
の
歌
書
は
、
そ
の
殆
ど

が
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
美
濃
に
生
ま
れ
、
名

古
屋
に
居
を
移
し
、
多
く
の
門
弟
を
指
導
、
晩
年
宣
長
に
入

門
し
て
そ
の
学
を
こ
の
地
に
定
着
さ
せ
た
榛
木
翁
田
中
道
麿

（
一
七
二
四
1
一
七
八
四
）
の
存
在
と
も
無
関
係
で
は
な
か

ろ
う
。
一

例
を
あ
げ
れ
ば
、

「和
歌
会
式
』

（
外
題
内
題
と

も
。
写
本
一
冊
。
文
化
二
年
の
政
文
を
有
し
、
最
終
書
写
奥

容
は
弘
化
四
年
）
は
、
そ
の
践
に
、
「
右
は
本
居
宣
長
翁
の

道
麻
日
大
人
に
授
け
ら
れ
た
る
む
ね
を
、
お
の
れ
（
加
藤
磯

足
、
筆
者
注
）
道
丸
大
人
よ
り
授
り
つ
る
也
」
と
あ
る
ご
と

く
、
。
回
一長
の
説
が
、
道
麿
を
介
し
て
尾
張
に
も
た
ら
さ
れ
、

そ
れ
を
、
つ
け
た
加
藤
磯
足
が
筆
録
し
て
以
後
、
市
岡
多
気
彦
、

野
村
正
徳
、
尾
山
背
敦
次
、

三
浦
千
春
、
牧
重
徳
と
書
写
さ
れ

て
い
っ
た
経
緯
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
蔵
書
中
に
は
道
麿

を
介
し
て
宣
長
の
門
に
入
っ
た
者
や
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い

は
所
持
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
散
見
す
る
。
こ
う
い

っ

た
点
も
総
合
的
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

尾
張
に
生
い
育
っ
た
文
学
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
天

保
六
年
に
「
梅
園
社
中
」
よ
り
版
行
さ
れ
た
市
岡
猛
彦
の

「讃

酒
歌
百
首
』
と
、
こ
れ
の
も
と
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
写

本
と
が
あ
る
。
雑
賀
氏
の

『尾
三
歌
書
年
表
』

（
昭
和
四
八

年
三
月
）
に
は
写
本
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、

あ
る
い
は
写
本
は
問
書
刊
行
後
に
氏
の
所
蔵
と
な

っ
た
か
と

推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
尾
張
関
係
の
歌
書
に
限
ら
ず
、
雑

賀
氏
は
同
一
の
書
を
写
本
、
刊
本
い
ず
れ
も
可
能
な
限
り
蒐

集
し
よ
う
と
の
意
図
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
刊
本
に

し
て
も
、
一
本
の
み
で
な
く
、
刊
年
の
異
な
る
版
が
蒐
集
さ

れ
て
い
る
。

雑
賀
氏
は
常
に
尾
張
、

三
河
を
中
心
と
す
る
地
方
文
化
と

い
う
観
点
を
保
持
し
て
資
料
の
蒐
集
に
つ
と
め
ら
れ
た
よ
う

だ
が
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
に
版
行
さ
れ
た
歌
書
や
関
連
資
料

の
広
汎
な
蒐
集
を
前
提
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
し

い
。
た
と
え
ば
百
人

一
首
関
係
の
注
釈
書
に
お
い
て
は
『
百

人

一
首
改
観
抄
」
以
下
、

『百
人
一
首
拾
穂
抄
』、

『百
人

一

首
摘
要
抄
』
、

「絵
本
小
倉
山
』
、
『百
人
一
首
紗
』
（
乗
阿
説

を
伝
授
し
た
と
の
切
臨
史
肱
文
あ
り
。
下
冊
の
み
）
、

「百

人
一
首
燈
」
、

『小
倉
の
山
踏
」
、
『百
人

一
首
峯
梯
』
、

『百

人
一
首
抄
』
（
石
原
正
明
）
、

『百
人
一
首
嵯
峨
の
山
ふ
み
』
、

「百
人
一
首
酔
月
抄
』
、

『百
人
一
首

一
タ
話
」
な
ど
を
収

め
る
。
江
戸
期
の
歌
書
に
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
そ

の
範
囲
で
あ
た
う
限
り
の
蒐
集
が
な
さ
れ
て
い
る
点
、
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

雑
賀
氏
旧
蔵
書
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
稀
槻
本
と

い
い
う
る
も
の
が
多
い
。
一

瞥
し
た
限
り
で
も
、

『相
生
の

言
葉
』

（
写
本
一
冊
。
義
正
、
万
女
の
和
歌
を
お
さ
め
る
歌

集
。
書
陵
部
に

『義
正
歌
集
』
な
る
版
本
が
存
す
る
白
で
あ

る
が
、
本
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
未
考
）
、

『幸
成
公
御
詠

歌
』

（
写
本
一
冊
）
、

「富
士
五
十
首
』

（
写
本

一
冊
。
文

化
八
年
よ
り
九
年
に
い
た
る
荒
木
田
末
寿
の
道
中
和
歌
。
類

書
未
見
）
、

『南
留
別
志
拾
遺
』

（
内
題
「
但
来
先
生
南
留
別

志
拾
遺
」

。
写
本

一
冊
。
市
川
鶴
鳴
自
筆
と
の
書
入
あ
り
。

ま
た
、
頭
書
形
式
で
緩
鳴
の
加
注
あ
り
。
図
書
総
目
録
等
で

検
す
る
に
孤
本
か
）
、

『校
正
三
猿
金
泉
秘
録
』

（
従
来
本
の

存
在
未
確
認
か
）
、

『釈
教
百
人
一
首
」

（
版
本
一
冊
。
「常

州
稲
田
御
禅
坊
」
版
行
。
類
書
未
見
）
、

『誠

忠

義

士

烈

女
銘
々
伝
」

（
翰
者
山
々
亭
有
人
、
肖
像
一
孟
斎
芳
虎
、
慶

応
五
年
刊
）
、

『和
歌
指
南
抄
全
』
（
写
本

一
冊
。
勅
撰
集

の
配
列
に
準
じ
て
歌
題
を
掲
出
し
、
加
注
。
刈
谷
図
書
館
、

慶
際
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
版
本

『和
歌
指
南
』
と
同
じ
も
の

か
は
未
考
）
、

『尾
張
歌
枕
名
所
集
』

（
内
題
「
尾
張
国
歌
枕

名
所
拾
遺
集
」

。
写
本
一
冊
。
真
清
田
清
円
。
校
合
他
の
書

入
あ
り
。
現
在
の
と
こ
ろ
孤
本
か
。）、

『狂
歌
忠
臣
蔵
』
（版

本

一
冊
。
元
治
元
年
序
。
撰
者
琵
琶
翁
、
画
工
歌
川
国
貞
、

校
訂
百
樹
因
。
大
坂
心
斎
橋
北
九
太
郎
町
、
河
内
屋
喜
兵
衛

板
。
狂
歌
書
目
集
成
に
書
名
が
見
え
る
）

。
こ
れ
ら
は
、
今

後
さ
ら
な
る
精
査
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

蔵
書
の
中
に
は
、
江
戸
期
堂
上
歌
壇
の
動
向
を
う
か
が
わ

せ
る
も
の
も
多
い
。
巻
子
三
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
烏
丸
宣
定
の

詠
草
は
、
公
宴
和
歌
、
聖
廟
法
楽
和
歌
、
仙
洞
和
歌
等
、

数
々
の
歌
会
に
お
け
る
詠
歌
懐
紙
を
継
い
だ
も
の
で
、
官
一定

の
一
誌
の
み
を
集
め
た
結
果
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
貞
享
四

年
（

一
六
八
七
）
か
ら
元
禄
三
年
（
一
六
九

O
）
の
歌
壇
資

料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
仮

綴
じ
の
写
本
で
あ
る
が
、
鴨
祐
為
（

一
七
四

0
1
一八

O
こ
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関
係
の
資
料
が
三
点
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
る
。
「
詠
六
十

六
首
和
歌
』
（
内
題
）
、
『八
月
十
五
夜
月
下
早
吟
百
首
」
（外

題
）
、
無
題
の
三
番
で
、
六
十
六
の
国
名
を
題
と
す
る

う
諒

六
十
六
首
和
歌
』
は
、
い
わ
ゆ
る
名
所
和
歌
で
は
な
く
隠
題

和
歌
、
首
尾
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

詠
六
十
六
首
和
歌

鴨
祐
為

畿
内
五
ヶ
問

山
域

よ
し
の
や
ま
し
ろ
き
を
み
れ
ば
よ
の
ほ
と
に

さ
き
そ
ふ
は
な
の
こ
す
ゑ
な
り
け
り

大
和

ほ
と
、
を
く
か
す
み
へ
た
て
し
や
ま
と
り
の

尾
上
の
さ
く
ら
は
な
そ
ま
か
は
ぬ

っ
し
ま

わ
か
君
の
秋
津
し
ま
川
恨
の
ゆ
た
か
な
る

み
よ
に
さ
か
ゆ
く
こ
と
の
は
の
道

『八
月
十
五
夜
月
下
早
吟
百
首
』
は
、
政
文
に
よ
れ
ば
、

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
秋
に
詠
ん
だ
百
首
を
寛
政
六
年
（
一

七
九
四
）
八
月
十
五
日
に
あ
ら
た
め
て
某
（
冷
泉
為
村
か
）

の
霊
前
に
供
え
た
と
の
肢
を
有
す
る
。
『
鴨
祐
為
詠
百
首
和

歌
』
『
奉
納
」
等
と
の
関
係
確
認
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

武
重
な
資
料
で
あ
る
。
外
題
、
内
題
と
も
に
欠
く

一
附
は
、

仮
綴
じ
、
墨
付
き
わ
ず
か
五
丁
の
写
本
で
あ
る
が
、
口
頭
以

下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
句
読
点
は
私
に
ほ
ど
こ
す
。
）

祐
為
上

澄
党
内
寸
の
志
を
ふ
か
く
し
の
ひ
て
、
治
西
石
像
寺
に
あ
る

京
極
黄
門
公
、
壬
生
二
品
公
の
御
あ
と
を
と
ふ
。
ま
つ
両

尊
の
御
塚
の
ま
へ
に
ひ
さ
ま
っ
き
ふ
し
拝
み
て
、
手
向
の

う
た
な
る

く
ち
ぬ
名
の
な
ら
ひ
て
た
て
る
石
の
う
へ
の

こ
け
に
手
向
の
露
を
か
け
ぬ
る

代
、
か
け
て
道
の
ひ
か
り
を
て
ら
す
ら
し

石
の
像
の
寺
の
と
も
し
ひ

奥
に
十
二
月
三
日
の
日
付
を
記
す
の
み
で
、
何
時
の
成
立
と

も
篠
認
で
き
な
い
。
以
上
三
点
は
、
多
作
を
い
わ
れ
な
が
ら

そ
の
歌
歴
な
ど
、
十
分
に
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
祐
為
の
活

動
を
考
え
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
資
料
で
あ
ろ
う
。

以
上
明
治
の
も
の
も
含
め
る
と
三
千
点
に
近
い
和
装
本
の

一
端
を
紹
介
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
明
治
以
降
の
短
歌
資
料
は

さ
ら
に
膨
大
で
あ
り
、
す
べ
て
今
後
の
精
査
を
ま
つ
も
の
で

あ
る
。

「平日歌会式」の＼｛頭部分で、和

歌会の開催を案内する廻文の事例

が紹介されている。予め「庭花」

という題（兼題）によ って作歌し、

当Hの歌会で戸に，＇！＇，し て朗々と抜

銘するのを抜講式と称した。

d

和
’
歌
令
え

止す
vz？
ι
4
呼
（
宕
ム

ム
丸
一

一
歩
令
私
主
方
一

一
ウ
ム
ゆ
い

HRル九

一命
V
得品

qf－一

一
下

Lι
一

． 

、
．、．
1

をE下

和
歌
会
式
（
表
紙
）

弘

4
・一応

7 

τ
j
e
，
 

久ルル’

Z
，d
H小
4
汁
1
4・
如
人
々
民
：
へ

、d
m
d
J
Y
ず
え

る
広
三
，
咋
印
ng7－川

崎
山
嗣
’
c
d
M
M

A
T
d
f
f々
山
う
け
珂
’

H
A
T

λ
A止
令
払
号
攻

・汐ル
H
，

Z
Aー
し

－

－

r

府
h
e
す

・ψ
ん山
d
・小九日
7’－
1
・4「

a・‘

i
q
H
7
アe
A

耐’

f
y
f
J．Torr，A

h

け
f
色、手
A
h
v
A－N
長
品
品
f
屯
L
i
u
v，ヮ

十

1

・；合
4
・A
d入
、
道
毛
う
仰

r
f「
iMF
？

ゴ

弘

之

v

A

A

q

え
北
－
雪
作
止
は
l
ι

七一持ゐ‘礼金e、



（表紙口絵解説）

表
紙
は
、
朽
葉
色
に
、
鱗
文
と
カ
ニ
・
エ
ピ

・魚
・

員
な
ど
の
動
物
の
模
様
を
織
り
出
し
た
絹
織
物
（
古

ど
ん

す

椴
子
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
題
答
は
な
い
。
見
返

し
は
、
金

・
銀
箔
の
切
金
を
霞
形
に
交
互
に
散
ら
し

て
い
る
。
料
紙
は
斐
紙
で
、
鎌
倉
時
代
末
に
書
写
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
綴
葉
装
の
書
物
に
、

華
麗
な
装
丁
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
の
は
、
高
貴
な
女
性

の
所
用
に
供
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

ふ
つ

V

「
唐
鏡
」
は
、
伝
説
上
の
伏
儀
氏
か
ら
宋
朝
の
始

め
ま
で
の
中
国
の
歴
史
を
、
和
文
で
物
語
風
に
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
老
沙
門
の
著
者

が
、
九
州
太
宰
府
の
安
楽
寺
に
参
詣
し
て
、
異
国
の

僧
に
会
い
、
伏
儀
氏
か
ら
宋
朝
ま
で
の
中
国
の
歴
史

を
聞
か
さ
れ
た
。
語
り
終
わ

っ
た
異
国
僧
は
姿
を
消

し
た
が
、
そ
の

一
部
を
書
き
と
め
た
の
が
本
書
で
あ

る
と
い
う
。
こ
う
し
た
構
成
は
、
翁
世
継
が
藤
原
道

長
の
栄
華
を
回
顧
す
る

『大
鏡
』
に
始
ま
る
、

「鏡

物
」
と
総
称
さ
れ
る
、
和
文
の
歴
史
物
語
に
共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。
『
大
鋭
」
、

「水
鏡
」
な
ど
で
日
本

の
歴
史
が
語
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

『唐
鏡
』
は
中

国
の
歴
史
が
和
文
で
編
年
的
に
語
ら
れ
て
い
る
点
に

特
色
が
あ
る
。

『本
朝
書
籍
目
録
』
に
「
唐
鏡
。
十
巻
。
茂
範
卿

抄
」
と
あ
る
よ
う
に
、
著
者
藤
原
茂
範
（

一
二
三
六

l
？
）
は
、
藤
原
氏
商
家
の
代
々
学
問
の
家
に
育
ち
、

自
身
も
文
章
博
士
に
補
任
さ
れ
た
、
当
代
有
数
の
学

者
で
あ
る
。
「
唐
鏡
』
の
出
典
は
、
中
国
の
正
史
を

主
に
、
故
事
伝
記
な
ど
を
諸
舎
で
補
っ
て
お
り
、
茂

範
の
博
学
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。

元
来
、
十
巻
で
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
、
巻

．表紙さまざま

「
伏
儀
氏
ヨ
リ
段
ノ
時
に
至
ル
」
か
ら
、
巻
六
「
軸
駒

田
判
呉
ヨ
リ
余
晋
恭
帝
－
一
イ
タ
ル
」
ま
で
の
六
巻
し
か

な
く
、
残
り
四
巻
は
室
町
期
以
降
に
失
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
写
本
が
数
部
知
ら
れ
て
い
る
。
当
文

庫
の

『唐
鏡
」
は
、
巻
四
「
漢
武
帝
よ
り
更
始
（
帝
）

に
い
た
る
」
の
一
冊
の
み
の
端
本
（
零
本
）
で
あ
る

が
、
現
存
最
古
の
写
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

本
書
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、

二
条
為
氏
（

一
二
二

一
一1
八
六
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
為
氏
は
、
藤
原

定
家
の
孫
で
、
歌
学
の
家
二
条
家
の
始
祖
と
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。
著
者
藤
原
茂
範
、
伝
筆
者
二
条
為
氏

と
も
に
、
金
沢
文
庫
の
創
始
者
、
金
活
実
時
と
関
係

深
い
人
物
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

l冊

22. l×14.8cm 

唐鏡巻四

鎌倉時代写

蓬左文庫は、蔵書点検のため、下記のように休館させていただきます。

期間平成10年 6月16日（火）～ 6月28日（日）

午前9時30分～午後5時

毎月曜日、第3金曜日
祝日（日曜、月曜のいずれかに重なる場合は、日曜

開館、月、火休館）

特別整理期間（ 2週間）

年末年始(12月28日～ 1月4日）

館内のみ。館外貸し出しはいたしません。

閲覧時間 関梨図書午前9時30分～121時

午後l時～5時

開架図書午前9時30分～午後5fl寺

保存上支障のないものについて、マイクロフィルム

複写などの方法により行ないます。
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回数は、年度により異なります。
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覧
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